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兵庫県立がんセンター

Ａ 改善

地域医療機関との

連携の推進
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診断から治療まで、

一連の流れによるが

ん医療の提供

令和9年

３月

・疑い段階でも医療機関

からは紹介可能となった

が、さらなるアピールが必要

・がん検診後の精密検査

へのニーズはあったが体制

はなかった。本年度体制が

整ったため、利用推進が必

要

○診断前の患者紹介について、広報誌や医療機関

訪問を通して紹介する

○医療機関訪問は、過去の紹介を分析し広域にま

た診療科ごとにターゲットを絞って訪問活動を行う

令和9年

３月

・地域包括ケアシステム構

築へ向け、より強固な連携

の推進が求められている。

医療介護連携強化を図る

必要がある

○R8年診療報酬改定により、医療機関のニーズは

変化していると予測される。連携と協力体制を維持

できるよう積極的に医療機関訪問を行う

○明石市域訪問看護ステーション連絡会、明石市

介護サービス事業所連絡会、あんしんネットワーク定

例会など地域の会議に参加し情報交換を行う

○在宅ケアや医療と介護の連携では、共通の課題

に対して多職種でディスカッションできる機会として地

域医療連携交流会を年2回企画する。顔のみえる

関係を築き、地域全体でスキルを高める機会としてい

く

多くの患者への専

門的治療の提供

令和9年

３月

・紹介が少ない地域があ

る、また紹介が減っている

医療機関があり、専門病

院の治療の提供が限定的

である

○診療科ごとの医療機関を訪問を積極的に行い、

最新の治療についてアピールしていく

○返書管理を確実に行い、地域医療機関が安心し

て紹介できる関係性を維持していく

○新規開院の医療機関は開院後早期に訪問する


